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茅野市の財政状況と今後の見通しについてVol.18

問　財政課　財政係　☎72-2101 （内線16４・１６５） ／行革推進係 （内線168）

一般財源必要額の推計と基金取崩額

～ 

今
し
か
な
い
、

　
　未
来
の
た
め
の
行
財
政
改
革 

～

茅野市のこれからの財政運営に影響を与える大規模な事業を実施するか否かを判断した上で、 そこにかかる費用

や実施時期をもとに市の財政状況の推計をしました。

※Ｒ７年度は予算額

※基金取崩額を除く一般財源総額は令和７年度の額を固定値

として令和８年度以降も計上

令和５年度と令和６年度に基金の取崩し

を行わなかったことや、国からの普通交

付税の追加交付を基金への積立てに充

てることができたことなどから、令和６年

度の推計と比較すると、基金残高は好転

しています。しかし、依然として令和１１年

度までの５年間では、総額で５８.８億円

の財源不足が生じる見込みのため、基金

の繰入なしに予算を組むことができませ

ん。 基金残高が０円になると財源不足を

基金の繰入で補えなくなります。その結

果、公共サービスの低下など、市民の生

活に影響を与えてしまい、本当に必要と

する人に対して、必要なサービスを提供

できなくなってしまう可能性があります。

将来に向けて、さらなる行財政改革の取

組が必要であると考えています。

一般財源必要額

一般財源総額
（基金取崩額を除く）

195億4209万円 195億4209万円 195億4209万円 195億4209万円 195億4209万円

基金取崩額 ７億4044万円 13億1280万円 11億8303万円 13億9307万円 12億4753万円

令和１１年度

202億8253万円 208億5489万円 207億2512万円 209億3516万円 207億8962万円

令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和１０年度

基金残高の推計 （決算を考慮した場合）

●一般財源とは…地方自治体において、 使い道に指定がなく自由に使えるお金のこと(例：市税、 地方交付税など)

●基金とは…特定の目的のために積み立てたお金のこと。家庭に置き換えると預貯金のこと(例：財政調整基金、減債基金、公共施設整備基金など)

用語解説

茅野市はどんなことに取り組むの？
歳入の確保 交流人口・関係人口の創出や定住人口の増加による市税等の増加、市有財産活用による新たな財源の確保

(ネーミングライツ)、ふるさと納税のＰＲ強化、使用料等の見直しなど

適正な歳出 事業の見直しによる財政構造改革の推進、計画的な事業の実施、 人と組織と予算の抜本的な見直し(事業や

組織の見直しと連動した職員の適正配置と総数管理)、補助金等の見直しなど

【令和７年度推計】

４７億１千万円

３９億円

３２億２千万円

２３億２千万円

１５億８千万円

０円

R７ R８ R９ R10 R11 ・　・　・ ・　・　・

このままいくと

令和１２年度以降に

基金が０円に…

【参考　昨年度の推計】

R６ R７ R８ R９ R10

３５億６千万円

２２億３千万円

６億３千万円

▲６億１千万円
▲19億７千万円

昨年度の推計と比較すると好転しています。
しかし、残高は依然として減少していく推計です。

将来に渡って、持続可能な茅野市であり続けるために、変えるべきことは変える必要があります。今何ができ
るのか、何をしなければいけないのか、スピード感を持って検討を進めていきます。

１０年、２０年後どんな茅野市が想像できますか。 安心して暮らせるまちにしていくために、単に予算を削減することを考えるの

ではなく、時代の変化に合わせて茅野市を変革し、未来へ投資できる茅野市に変えていく。 茅野市を変えるのは今しかない。

そんな思いを表しました。市民の皆さんも一緒に茅野市を変えていきましょう。

『行財政改革待ったなし～持続可能な茅野市であるために～』 タイトルリニューアル

タイトル
リニューアル

バックナンバー

はこちら！

５年間で合計５８億８千万円の財源不足

市民一人あたりの市税負担額　１６万５４９２円

令和６年度 下半期の財政状況
— 半年の予算執行状況をお知らせします — 問合せ　

財政課　財政係　

☎72-2101

（内線164・165）

令和６年度下半期（１０月から３月まで）の執行状況を踏まえ、令和６年

４月１日～令和７年３月３１日の財政状況をお知らせします。出納整理

期間（４月１日～５月３１日）の歳入、歳出は含まれていないため、決算

額とは異なります。

一般会計では、下半期に物価高騰対策等を盛り込んだ補正予算を５回

編成しました。予算現額は、９月末から１３億５２１５万円増額し、前年度

からの繰越事業分も含め３27億9930万円となりました。

また、国民健康保険特別会計などの特別会計や企業会計、財産区特別

会計も含めた執行状況は、以下のとおりです。

※決算の状況は、広報ちの１１月号でお知らせいたします。

一般会計執行状況
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※令和7年4月1日現在
　 人口：53,849人

予算額 収入済額

市民一人あたりの収入

５1万709円

収入済額　２７５億１１７万円

（予算に対する割合　83.8％）

歳　入

【歳入】 【歳出】

市有財産の状況

区 分 市有財産

車輌 121台

基金 ５4億2988万円

出資金など ３億９３９９万円

区 分 市有財産

土地 1,671,090㎡

山林 23,074㎡

建物 254,581㎡

令和６年度　会計別予算執行状況

※企業会計で、支出額が収入額を上回る額については、積立金等で補てんしました。

※端数処理をしているため合計が一致しない場合があります。

予算に対
する割合

予算に対
する割合

（収入）

（支出）

（収入）

（支出）

（収入）

（支出）

（収入）

2７５億１１７万円

4５億７３２１万円

９億９７２９万円

55億７０５０万円

15億1948万円

28億1378万円

43億3326万円

18億6950万円

392億7443万円

83.8%

79.9%

92.2%

81.9%

89.7%

99.1%

95.6%

110.9%

85.7%

（支出）

3２7億９９３０万円

5７億２２２８万円

１０億８１１７万円

6８億３４５万円

16億9349万円

23億6597万円

28億3903万円

40億858万円

45億3252万円

63億7455万円

16億8622万円

458億2149万円

476億6352万円

２６７億５３８７万円

4５億７５７７万円

９億９３６２万円

5５億6９３９万円

19億3367万円

36億8953万円

56億2320万円

10億3873万円

389億8519万円

81.6%

80.0%

91.9%

81.9%

81.7%

92.0%

88.2%

61.6%

81.8%

会     計     区     分 予    算    現   額 収   入   済   額 支   出   済   額

下水道事業会計

企
業
会
計

 合          計

一    般    会    計

国 民 健 康 保 険

財  産  区  特  別　会　計

計

後 期 高 齢 者 医 療

水道事業会計

特
別
会
計

計

歳　出 支出済額　267億5387万円

（予算に対する割合　81.6％）

予算額 支出済額

市民一人あたりの支出　

49万6831円

市債の状況

市が道路建設や施設整備など大型の事業を行うために、

公的資金や市中銀行などから長期にわたり借りたお金の

状況

総　額　 ３４８億９６７４万円
250億円

300億円

200億円

150億円

100億円

50億円

一般会計

２４９億

８１５２万円

下水道事業会計

８７億

４７２６万円

水道事業会計

１１億

６７９６万円

令和６年度下半期  追加した主な事業

金　額

３億９７７５万円

・物価高騰対応低所得世帯支援給付金 ２億９９８万円

・物価高騰対応子育て世帯支援給付金 １億４７９４万円

・価格高騰対策給付金 ３９８３万円

６１３０万円

５９８７万円

　３３６７万円

中学校施設照明ＬＥＤ化改修

衆議院議員総選挙に伴う経費

物価高騰対策に伴う経費

項　目

永明小中学校周辺整備に伴う駐車場整備

10

茅
野
市
を
変
え
る 

茅
野
市
は
変
わ
る

茅野市の財政状況と今後の見通しについてVol.18

問　財政課　財政係　☎72-2101 （内線16４・１６５） ／行革推進係 （内線168）

一般財源必要額の推計と基金取崩額

～ 

今
し
か
な
い
、

　
　未
来
の
た
め
の
行
財
政
改
革 

～

茅野市のこれからの財政運営に影響を与える大規模な事業を実施するか否かを判断した上で、 そこにかかる費用

や実施時期をもとに市の財政状況の推計をしました。

※Ｒ７年度は予算額

※基金取崩額を除く一般財源総額は令和７年度の額を固定値

として令和８年度以降も計上

令和５年度と令和６年度に基金の取崩し

を行わなかったことや、国からの普通交

付税の追加交付を基金への積立てに充

てることができたことなどから、令和６年

度の推計と比較すると、基金残高は好転

しています。しかし、依然として令和１１年

度までの５年間では、総額で５８.８億円

の財源不足が生じる見込みのため、基金

の繰入なしに予算を組むことができませ

ん。 基金残高が０円になると財源不足を

基金の繰入で補えなくなります。その結

果、公共サービスの低下など、市民の生

活に影響を与えてしまい、本当に必要と

する人に対して、必要なサービスを提供

できなくなってしまう可能性があります。

将来に向けて、さらなる行財政改革の取

組が必要であると考えています。

一般財源必要額

一般財源総額
（基金取崩額を除く）

195億4209万円 195億4209万円 195億4209万円 195億4209万円 195億4209万円

基金取崩額 ７億4044万円 13億1280万円 11億8303万円 13億9307万円 12億4753万円

令和１１年度

202億8253万円 208億5489万円 207億2512万円 209億3516万円 207億8962万円

令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和１０年度

基金残高の推計 （決算を考慮した場合）

●一般財源とは…地方自治体において、 使い道に指定がなく自由に使えるお金のこと(例：市税、 地方交付税など)

●基金とは…特定の目的のために積み立てたお金のこと。家庭に置き換えると預貯金のこと(例：財政調整基金、減債基金、公共施設整備基金など)

用語解説

茅野市はどんなことに取り組むの？
歳入の確保 交流人口・関係人口の創出や定住人口の増加による市税等の増加、市有財産活用による新たな財源の確保

(ネーミングライツ)、ふるさと納税のＰＲ強化、使用料等の見直しなど

適正な歳出 事業の見直しによる財政構造改革の推進、計画的な事業の実施、 人と組織と予算の抜本的な見直し(事業や

組織の見直しと連動した職員の適正配置と総数管理)、補助金等の見直しなど

【令和７年度推計】

４７億１千万円

３９億円

３２億２千万円

２３億２千万円

１５億８千万円

０円

R７ R８ R９ R10 R11 ・　・　・ ・　・　・

このままいくと

令和１２年度以降に

基金が０円に…

【参考　昨年度の推計】

R６ R７ R８ R９ R10

３５億６千万円

２２億３千万円

６億３千万円

▲６億１千万円
▲19億７千万円

昨年度の推計と比較すると好転しています。
しかし、残高は依然として減少していく推計です。

将来に渡って、持続可能な茅野市であり続けるために、変えるべきことは変える必要があります。今何ができ
るのか、何をしなければいけないのか、スピード感を持って検討を進めていきます。

１０年、２０年後どんな茅野市が想像できますか。 安心して暮らせるまちにしていくために、単に予算を削減することを考えるの

ではなく、時代の変化に合わせて茅野市を変革し、未来へ投資できる茅野市に変えていく。 茅野市を変えるのは今しかない。

そんな思いを表しました。市民の皆さんも一緒に茅野市を変えていきましょう。

『行財政改革待ったなし～持続可能な茅野市であるために～』 タイトルリニューアル

タイトル
リニューアル

バックナンバー

はこちら！

５年間で合計５８億８千万円の財源不足

市民一人あたりの市税負担額　１６万５４９２円

令和６年度 下半期の財政状況
— 半年の予算執行状況をお知らせします — 問合せ　

財政課　財政係　

☎72-2101

（内線164・165）

令和６年度下半期（１０月から３月まで）の執行状況を踏まえ、令和６年

４月１日～令和７年３月３１日の財政状況をお知らせします。出納整理

期間（４月１日～５月３１日）の歳入、歳出は含まれていないため、決算

額とは異なります。

一般会計では、下半期に物価高騰対策等を盛り込んだ補正予算を５回

編成しました。予算現額は、９月末から１３億５２１５万円増額し、前年度

からの繰越事業分も含め３27億9930万円となりました。

また、国民健康保険特別会計などの特別会計や企業会計、財産区特別

会計も含めた執行状況は、以下のとおりです。

※決算の状況は、広報ちの１１月号でお知らせいたします。

一般会計執行状況

（億円）
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地方交付税 その他使用料及び
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交付金

市債
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商工・労働費

議会・
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土木費 その他

※令和7年4月1日現在
　 人口：53,849人

予算額 収入済額

市民一人あたりの収入

５1万709円

収入済額　２７５億１１７万円

（予算に対する割合　83.8％）

歳　入

【歳入】 【歳出】

市有財産の状況

区 分 市有財産

車輌 121台

基金 ５4億2988万円

出資金など ３億９３９９万円

区 分 市有財産

土地 1,671,090㎡

山林 23,074㎡

建物 254,581㎡

令和６年度　会計別予算執行状況

※企業会計で、支出額が収入額を上回る額については、積立金等で補てんしました。

※端数処理をしているため合計が一致しない場合があります。

予算に対
する割合

予算に対
する割合

（収入）

（支出）

（収入）

（支出）

（収入）

（支出）

（収入）

2７５億１１７万円

4５億７３２１万円

９億９７２９万円

55億７０５０万円

15億1948万円

28億1378万円

43億3326万円

18億6950万円

392億7443万円

83.8%

79.9%

92.2%

81.9%

89.7%

99.1%

95.6%

110.9%

85.7%

（支出）

3２7億９９３０万円

5７億２２２８万円

１０億８１１７万円

6８億３４５万円

16億9349万円

23億6597万円

28億3903万円

40億858万円

45億3252万円

63億7455万円

16億8622万円

458億2149万円

476億6352万円

２６７億５３８７万円

4５億７５７７万円

９億９３６２万円

5５億6９３９万円

19億3367万円

36億8953万円

56億2320万円

10億3873万円

389億8519万円

81.6%

80.0%

91.9%

81.9%

81.7%

92.0%

88.2%

61.6%

81.8%

会     計     区     分 予    算    現   額 収   入   済   額 支   出   済   額

下水道事業会計

企
業
会
計

 合          計

一    般    会    計

国 民 健 康 保 険

財  産  区  特  別　会　計

計

後 期 高 齢 者 医 療

水道事業会計

特
別
会
計

計

歳　出 支出済額　267億5387万円

（予算に対する割合　81.6％）

予算額 支出済額

市民一人あたりの支出　

49万6831円

市債の状況

市が道路建設や施設整備など大型の事業を行うために、

公的資金や市中銀行などから長期にわたり借りたお金の

状況

総　額　 ３４８億９６７４万円
250億円

300億円

200億円

150億円

100億円

50億円

一般会計

２４９億

８１５２万円

下水道事業会計

８７億

４７２６万円

水道事業会計

１１億

６７９６万円

令和６年度下半期  追加した主な事業

金　額

３億９７７５万円

・物価高騰対応低所得世帯支援給付金 ２億９９８万円

・物価高騰対応子育て世帯支援給付金 １億４７９４万円

・価格高騰対策給付金 ３９８３万円

６１３０万円

５９８７万円

　３３６７万円

中学校施設照明ＬＥＤ化改修

衆議院議員総選挙に伴う経費

物価高騰対策に伴う経費

項　目

永明小中学校周辺整備に伴う駐車場整備
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